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＜報告＞橋梁補修工事発注に際しての留意事項（四国地整版）

○今後の橋梁補修工事をおこなうにあたり、発注に際して施工可能な企業を確保
し、インフラ施設を安全に維持していくことを可能とするためには、関係者全員
への浸透が不可欠

○管理するインフラ、中でも橋梁補修工事を効率かつ確実に実施することを目的
とし、考え方や取り組み方、民間事業者のノウハウや技術力を活用するために
どのような検討が必要となるのか、その留意事項を取りまとめる

平成30年12月12日
維持管理部会資料より
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・施工計画が複雑な設計
・高難易度で既往事例が無い工
事等

・施工計画が簡易な設計
・難易度の低い工事 等

ひび割れ樹脂注入

床版炭素繊維補強

アーチ橋の支柱取替
（バイパス材の設置）

トラス橋の支承取替
（特殊な仮支点の設置）

FEM
による解析

J/UP
支承交換

腐食箇所の当て板補強
（実測により構造が変更）

鋼製ブラケットの設置
（実測反映により再設計）

鋼製ブラケット
取付

腐食量を

実測して設計・
製作に反映

アンカーボルト
位置計測

※・・最新の履歴を含めた竣工図書

契約方式の考え方（イメージ）

・既設構造・現場条
件が不明確な設計
・近接による実測で
構造や設計が修正
になる工事 等

ｺﾝｸﾘｰﾄ床版から鋼床版
（床版形式の変更）

今回、策定した「橋梁補修工事発注に際しての留意事項」における契約方式の考え方（イメージ）は、従

来型（設計・施工）において該当するものとして、効率的かつ確実に実施することを目的としています。

※参考：橋梁保全事業における品質向上、円滑な事業遂行への取り組み（建設コンサルタンツ協会・日本橋梁建設協会の共同検討）

＜報告＞橋梁補修工事発注に際しての留意事項（四国地整版）
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＜報告＞橋梁補修工事発注に際しての留意事項（四国地整版）

○橋梁補修工事の発注にあたり、補修内容毎に難易度を明確化することで、補修工事を
橋梁専門会社が対応するべきか、地元建設会社で対応可能かを分類。
また、適切な工期設定を行うための条件明示等をとりまとめ。

○橋梁補修工事を効率的かつ確実に発注することで、効果的な不調不落対策を実施。

＜鋼橋、ＰＣ橋・ＲＣ橋別に、難易度に応じた発注区分の選定＞

・難易度
Ａ：橋梁専門会社の施工が望ましい工事種類
Ｂ：橋梁専門会社の施工が望ましいが、地元建設会社でも対応可能な工事種類
Ｃ：地元建設会社などで十分対応可能な工事種類

ただし、工事内容によっては橋梁専門会社が対応した方が良い場合もあるため、要確認のこと
（Ａを含めてＢ、Ｃが混在する場合、予防保全が必要な場合など）

・橋梁専門会社の定義
工種区分として、「鋼橋上部工事」または「プレストレスコンクリート工事」
を行う会社
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＜報告＞橋梁補修工事発注に際しての留意事項（四国地整版）

○工事種類別難易度表（一部抜粋） 鋼橋版
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＜報告＞橋梁補修工事発注に際しての留意事項（四国地整版）

○工事種類別難易度表（一部抜粋）

2019年1月22日版

（一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会

注記・備考

キーワードⅠ A B C

　 ○ 欠陥原因の適切な診断が必要

　 ○ ＰＣ橋の場合は基本Ａもあり

　 ○ ＰＣ橋の場合は基本Ａもあり

断面修
復

　 ○ ＰＣ橋の場合は基本Ａもあり

○ ○ 基本はＣ

○ ○ 基本はＣ

○

○

○

○ 規模ではＢもありうる

○ 基本はＡ（斜張橋等）

縁端拡幅 ○ ○ 基本はＣ

コンクリート突起 ○ ○ 基本はＣ

○ ＰＣ鋼材を傷めない配慮が必要

○ ＰＣ鋼材を傷めない配慮が必要

○ 基本はＡ

○ ＰＣ鋼材を傷めない配慮が必要

　 ○ ＰＣ鋼材を傷めない配慮が必要

ダンパー設置 ○ 基本はＡ

　 ○ 設計検討が必要な場合はＡ

○ ＰＣ鋼材を傷めない配慮が必要

○ ＰＣ鋼材を傷めない配慮や応力検討が必要

○ ○ 基本はＣ

　 ○ ○ ＰＣ鋼材を使用した特殊工法はＡ

　 ○ ○ 規模考慮

　 ○ ○ ＰＣ鋼材を使用した特殊工法はＡ

○ 基本はＡ

○ 基本はＡ

○ 基本はＡ

○ 基本はＡ

○ 基本はＡ

○ 基本はＡ

○ 基本はＡ

火害による損傷 ○ 基本はＡ

衝突による損傷 ○ 基本はＡ

ＰＣ橋の解体 ○ 基本はＡ

ＡＳＲ対策 ○ ＡＳＲ原因の適切な診断

　　　橋梁補修工事（コンクリート製（ＰＣ橋/RC橋））の工事種類別難易度(案)

　

保全工事の種類
キーワード 難易度

キーワードⅡ

表面含浸

塩害腐食防止

電気防食

ＰＣ橋ではＡを基本脱塩

再アルカリ化

橋体工 補修・補強

腐食対策

初期欠陥対策
ひび割れ補修

断面修復

経年劣化対策
ひびわれ補修

中性化防止（表面保護）
表面被覆

ＰＣ鋼材腐食
ＰＣグラウト再注入

斜材保護管補修、外ケーブル取替

耐震対策

支承交換、落橋防止、
変位制限増設

橋梁

形式

Ｉ桁・Ｔ桁、箱桁

中空床版橋

機能向上

連続化・連結化
有ヒンジラーメン橋の連続化

単純桁の連結化

幅員拡幅

大型・特殊橋梁(トラス､アーチ､吊橋など)

技術

特性

新構造の既設構造物への高度な接合、既設
構造の改造

新構造の既設構造物への簡易な接合

主桁補強

連続繊維シート補強

外ケーブル補強

連続構造化

ＰＣ床版拡幅（ＰＣ鋼材の中間定着・接続）

主桁増設

荷重増加対応

外ケーブル補強

連続繊維シート補強、鋼板・ＦＲＰ接着

縦桁増設

ＲＣ橋脚耐震補強

鋼板巻立て

RC巻立て

連続繊維シート巻立て

中間拘束材によるじん性補強

その他

個別事例による緊急対策

個別事例による緊急対策

個別架設環境・構造による施工検討必要

個別構造による施工検討必要

コンクリート橋版

5



＜報告＞橋梁補修工事発注に際しての留意事項（四国地整版）

＜検討項目とその考え方＞

・補修計画：点検・診断結果による状況の把握、補修が必要な橋梁の把握、補修優先
度の把握、予算および工程を鑑みた年間対応可能数などを検討

・工事範囲：補修計画に従い、同一の工事発注工事量にまとめる（べき）施工可能な
橋梁数・橋梁間距離などを設定

・工期設定：工事内容に応じて余裕期間を含め、基本的に重複作業が出ないよう設定
・発注時期：工事期間を把握し、余裕期間制度の活用を含め、技術者が不足する時期

を避けて設定
・発注区分：工事内容（最も難易度の高い工種もしくは数量の多い工種）により選定
・予定価格：見積の活用を含めて適切に設定
・配置技術者：入札参加企業に無理の無いように配置計画を作成

競争参加資格には、工事の内容に応じた施工実績を求める
・公告から入札までの機関：応募企業に無理の無い設定
・インセンティブ：不調対策として、インセンティブを設定することが望ましい
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